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わ
れ
る

死

者
が

優
位
に

立
つ

と
い

え
る

。

　

円
仏
教
の

薦

度
斎
と

巫

俗
儀
礼、

儒
教
祭
祀
と

の

違
い

と
し

て

次
ぎ
に

指
摘
で

き

る
こ

と

は、

儀
礼
に

参
加
す
る

人
々

の

様
相
で

あ
る

。

儒
教
祭

祀
は

男
性
中
心
で

行
わ

れ
、

男
性
の

父
系
親

族
に

重
点
を
お

い

た

儀
礼
で

あ
る

。

】

方
巫

俗
儀
礼
で

は

嫁
、

姑、

小
姑、

相
嫁

、

そ

れ
に

友
人
な
ど

の

女

性
た

ち

に

よ

る

協
力
が

指
摘
さ

れ
て

い

る
。

父
系
親
族
と

女

性
た
ち

の

あ
つ

ま
り

と

い

う

性
格
の

違
い

は

あ
る
が
、

ど
ち

ら
の

儀
礼
に

も
「

集

団
」

と

の

関
わ

り
が

指
摘
で

き

る
。

そ

れ
に

対
し
て

円

仏
教
の

薦
度
斎

は、

例
え
ば

女
性

信
徒
に

対
し
て、

夫
の

家
族
と
一

緒
に

家
で

も
祭
祀
を

行
い

、

ま

た

そ
れ
と

は

別
に
一

人
で

円
仏
教
の

施
設
に

来
て

祭

祀
を

行
う

こ

と

を

勧
め

る

場

合
が
あ

る

よ

う
に

、

個
人
で

も

実
施
が

可
能
と

さ

れ

る
。

　

こ

の

よ

う
に

円
仏
教
の

薦
度
斎
は

韓
国
の

人
々

に、

死
者
よ

り

も

生
者

が

優
位
に

立
ち

、

ま

た

個
人
で

も

実
施
が

可

能
な

儀
礼
を

提
供
し
て

い

る

と

解
釈
で

き

る
。

近
年
の

韓
国
社
会
の

様
々

な

面
で

の

変
化
に

伴
い
、

儒

教
祭
祀
で

も
女

性
が

実
家
の

父
母
の

た

め

に

祭
祀
を

行
っ

た

り
、

巫

俗
儀

礼
で

も

関
係
者
数
人
だ
け

が

参
加
す
る

小

規
模
な
儀
礼
が

増
え

た

り
し
て

い

る

よ

う
で

あ
る

。

ま
た

女
性
が

実
家
の

父

母
を

仏
教
寺

院
で

祀
る

場
合

も
多
く
な

っ

て

い

る

と

い

う
。

こ

の

よ
う
な

状
況
を
見
る
と、

従
来
の

よ

う
に

父
系
や

夫
系
の

つ

な
が
り、

ま

た
は
女

性
同
士

の

つ

な
が
り

を

通
じ

て

死
者
へ

の

儀
礼
を

行
う
の

で

は

な

く
、

身
近
な

死
者
を

個
人

的
に

祀
る

と

い

う
傾
向
が

広
ま
っ

て

い

る
よ

う
で

あ
る

。

そ
う
で

あ

れ
ば
個
人
で

も

実

施
が

可
能
な

円
仏
教
の

薦
度
斎
に

は
、

現
代
韓
国
社
会
に

お

い

て

身
近

な
死

者
を

個
人
的
祀
る

こ

と

が

可
能
な

儀
礼
と

し
て

展
開
で

き
る

可
能
性

が

あ
る
と
思
わ

れ
る

。

日

本
民
間
神
楽
の

「

白
い

布
」

三

　
村

泰

臣

　
一
、

問
題

提
起

　
神
楽
は

「

神
座
の

前
の

神
あ

そ

び
」

と

定
義
さ

れ、

神
を
招
き
・

遊
び
・

送
る

鎮
魂
の

歌
舞
と

考
え
ら

れ

て

き

た
。

こ

の

鎮
魂

を
五

来
重
は
タ
マ

フ

リ

と

タ

マ

シ

ズ

メ

の

二

面
で

と

ら
え、

従
前
の

定
義

は

タ
マ

フ

リ
で

、

日

本
民

間
神

楽
の

本
義
は

タ
マ

シ

ズ
メ

に

あ

る
と

し

た
。

と

こ

ろ
で

日

本
民
問
神
楽
で

目
に

す
る

「

白
い

布
」

は

と

り
わ
け
中

国
地

方
の

荒
神
神

楽
祭

祀
の

中
に

よ

く

残
っ

て

お

り
、

古
代
か

ら
中
世
の

神
楽
祭
祀
の

跡
を
止
め

て

い

る
。

こ

の

自
い

布
を

追
究
す
れ

ば、

複
雑
な

荒

神
の

霊
格
や

荒

神
神
楽
祭

祀
の

意

図
を

解
明
で

き

る

だ
け
で

な
く、

五

来

説
を

確
認
し

凵
本
民
間

神
楽
祭
祀
の

定
義
や
研
究
の

方
向
性
を

提
示
す

こ

と

が

可
能
に

な

る
。

　
二
、

中
国

地
方

の

荒
神
神
楽

祭
祀
で

使
わ

れ

る

「

白
い

布
」

　
【

事

例

一
】

「

比
婆

荒
神
神

楽
」

（

広
島
県）

。

白
い

布
に

荒
神
を

包
ん

で

迎
え

、

棚
に

安

置
し
白
い

布
を
張
り
め

ぐ
ら
す

。

祭
主
た

ち

は

白
い

布
を

肩
に

か

け
て

互
い

に

つ

な
が

り
土
公
神
遊
び
〔
庄

原
市
西
城
町
平
子
）

や

荒
神
遊

び

（
東
城
町
粟
田
）

を
お

こ

な

う
。

荒

神
舞
納
め

で

藁
蛇
に

の

せ

た

白
い

布
を

神
柱
が

と

っ

て

狂
い

舞
し

て

神
が

か

る。

そ

の

白
い

布
は

荒
神
祠
に

埋
め

ら

れ

る
。

【

事
例
二
】

「

備
後
神
楽
」

（

広
島
県）

。

舞
場
に

白
い

布
を

ク

ロ

ス

状
に

張
り
わ
た

し
、

そ

の

下
を

三

名
の

舞
手
が

潜
り

な
が
ら

舞
い

神
が
か

り
す
る

（
世
羅
郡
世
羅
町
小
国）

。

【

事
例
三
】

「

周
防
神
舞
」

（
山

口

県
）

。

白
い

布
に

荒

神
を
く
る

ん

で

迎
え

、

天
井
か

ら

引
い

た

三

本
の
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白
い

布
を

舞
手
が
つ

か

み

登
り

降
り

す
る

（
周
南

市
大
字
夏
切）

。

そ
の

布
を

持
っ

て

舞
う
と

こ

ろ

も

あ
る

（
防
府
市
旦
）

。

【

事
例
四

】

「

川

名
津

神
楽
」

（

愛
媛
県
）

。

柱

松
の

て

っ

ぺ

ん

に

白
い

布

を

か

け、

ダ

イ
バ

（

鬼
）

が

そ

の

柱
松
に

登
っ

て

藁
人

形
と

白
い

布
を

落
と

し

て

燃
や
す

（

八

幡
浜
市
川
上

町
川

名
津）

。

ほ

か

に
、

備
中
荒

神
神

楽
（
岡

山
県）

の

布
舞、

大
元
神
楽
（
島
根
県）

の

御
綱
祭、

山

代
神

楽
（

山
口

県）

の

山
之

神、

周

防
神
舞
（

山
口

県）

の

芝
鬼
神
な

ど

で

白
い

布
が

使
わ

れ

る
。

こ

れ

ら

の

事

例
か

ら
、

白
い

布
は

荒

神
神
楽

祭
祀
で

の

み

使
わ

れ

る、

荒
神
を
迎
え
・

遊
び
・

送
る
と
き

使
わ

れ
る、

神
が

か

り
と

深
く
連

動
し

て

い

る
こ

と
が

わ
か

る
。

し
か

し

白
い

布
が

ど

ん
な

神
霊
と

関
わ

り、

何
故
神
が

か

り
と

連
動
し
て

い

る

か

は

不
明
で

あ
る

。

そ

れ

を

解
く

手
掛
か

り
は

中
国
と

韓
国
の

民
間

祭
祀
の

中
に

あ
る

と
思

う
。

　
三

、

中
韓
の

民

間
祭

祀
で

使
わ
れ
る

「

白
い

布
」

　
【

事
例
一
】

韓
国
の

民
間
祭
祀
で

白
い

布
が

頻
繁
に

使
用
さ

れ
て

い

る
。

そ
の

由
来
は

死
霊
祭

祀
（
チ

ノ

ギ
ク
ッ
、

シ

ッ

キ

ム

ク
ッ
、

オ

グ
ク

ッ
）

に

あ
る

。

白
い

布
を

裂
い

た

り
（
裂

布）
、

結
び

目
を

解
い

た

り
（
コ

プ

リ）

す

る
。

【

事
例

二
】

中
国

長
江
中
流

域
の

死
霊

祭
祀
で

白
い

布
が

使
わ

れ

て

い

る
。

「

除

霊
」

（
苗
族
）

や

「

打
繞
棺
」

（
土
家
族）

で

は

祭
場
正
面
に

白
い

布
を
張

り、

頭
に

白
い

布
を
か

む

っ

た
遺
族
た

ち
が

霊
屋
や

棺
桶
の

ま
わ

り
で

順

逆
の

歌
舞
を

繰
り
返
す

。

「

道
場
」

（
土

家
族）

で

は

祖
霊
迎
え
の

迎

真
、

死
霊
迎
え
の

地
獄
破
り、

死
霊
清
め
の

目
連
斎
で

白
い

布
が
使
わ

れ

る
。

変
死
霊

を
対
象
に

す
る

と

き

は
赤
い

布
を

使
う

。

尚、

楡
林
窟
（
甘
粛
省

安
西

県）

第
二

十
五

窟

南
壁
の

浄
土
図

「

観
無
量

寿
経
変

図
」

（
中
唐

期

作）

に

阿
弥
陀
仏
か

ら

諸
菩
薩
へ

伸
び
る

白
い

布
が

描
か

れ
て

い

る
。

敦

煌
莫
高
窟
に

こ

の

白
い

布
は

描
か

れ
て

い

な

い

の

で
、

白
い

布
は

東
ア

ジ

ア

共
通
の

伝
統
と

し
て

唐
代
以
前
か

ら

死
霊
祭

祀
に

使
用
さ

れ

て

い

た

と

考
え

ら
れ

る
。

　

四、

ま

と

め

　
中
韓
の

事
例
か

ら

白
い

布
は

も
っ

ぱ
ら
死
霊

祭
祀
で

使

わ
れ、

死
霊
や

祖
霊
を
迎
え
た

り
、

清
め

た
り、

送
っ

た

り
す
る

と

き

使

わ
れ

て

い

る
。

こ

の

こ

と

か

ら

白
い

布
を
使
う
荒

神
神
楽
祭
祀
も
死
霊

祭

肥
に

由

来
し、

荒
神
の

霊

格
は

死
霊
や

祖
霊
で

あ
る
と

考
え

ら

れ

る
。

ま

た

神
が

か

り
は

こ

の

死
霊
や

祖
霊
を

迎
え
た
り
送
っ

た
り
す
る

さ

い

発
生

す

る
。

し
た
が

っ

て

日
本
民

間
神
楽
は

タ
マ

シ

ズ

メ

と

タ
マ

フ

リ
の

両
要

素
が

複
合
し
て

い

る

と

考
え
た
ほ
う
が

よ

い
。

薪
能
の

興
行
形
式
に

み

る

宗
教
性

永

原

　
順

　
子

　
そ

も

そ
も
薪
能

（

薪
猿

楽
）

は
、

九

世
紀
頃、

大

和
春
日
大
社
の

神
事

も
し

く
は

、

興
福
寺
の

修
二

会
の

薪
宴
（
た

き
ぎ
の

え
ん）

11
修
二

会
に

使
う

薪
を
迎
え

る

儀
式
に

始
ま

る

と

い

わ
れ
る

。

　
一

方、

戦

後
か

ら
は

じ

ま
り、

い

ま

や

全
国
に

広
が

っ

て

い

る

「

薪

能
」

は

か

な

り

イ
ベ

ン

ト

性
の

高
い

も
の

と

な
っ

て

い

る
。

中
に

は、

能

そ
の

も
の

を
社
寺
に

奉
納
す

る

形
を
と

る
も
の

も

あ
る

が
、

そ

の

興
行
形

式
は

多
種
多
様
で

あ
る

。

　
先
行
す
る

研
究
は

あ
ま

り

多
く
な
い

。

あ
っ

て

も

能
評
や

イ
ベ

ン

ト

の

状
況

報
告、

薪
能
の

歴
史、

な
ど
に

集
申
し

て

お

り
、

包

括
的
な
も
の

が

見
ら
れ
な
い

。

数
が

多
か

っ

た
り、

不
定
期
な

も
の

が
あ
っ

た

り
と
、

全
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